
現在、本市では令和２年の特定生産緑地の指定の受付開始に向けて、
次のとおり準備を進めています。
詳細は決まり次第、お知らせします。

農業委員会では、農業委員や農地利用最適化
推進委員が農家の高齢化や担い手不足に
よって耕作されなくなった農地を再生し、
新たな担い手へ引き継ぐために「農地再生
モデル事業」を実施しています。
今年も昨年度（農業のうごき 第33号参照）

に引き続き、緑区青根にある荒廃した農地で
６月頃から草刈りや耕転などの作業を行い、
津久井在来大豆を栽培しながら土壌づくりに
取り組んできました。元年11月頃に津久井
在来大豆が収穫を迎えました。
この再生された農地については、農業委員会

で農地のあっせんを行っています。ぜひ就農
希望がある農家の方は、農業委員会事務局
までご連絡ください。

農地再生モデル事業

【お問い合わせ】
農業委員会事務局津久井事務所　042-780-1406

【お問い合わせ】　都市計画課　042-769-8247

特定生産緑地の指定について

特定生産緑地の指定に
向けたスケジュール

生産緑地を所有
されている方へ

～特定生産緑地とは～
生産緑地地区の都市計画決定から30年経過後は、いつでも市に買取り申出が可能となり、適用されてい

る固定資産税等の税制措置がなくなります。
そこで、引き続き生産緑地の保全を図るため、所有者等の意向を踏まえ、適正に管理されている良好な

生産緑地を市が「特定生産緑地」に指定することができるようになりました。
「特定生産緑地」は、生産緑地地区の都市計画の告示日から30年経過する前までにあらかじめ市に申し
出し、指定を受ける必要があります。引き続き、営農を継続する場合は「特定生産緑地」の指定をご検討く
ださい。（詳細については、農業のうごき第38号掲載のとおり）

令和２年１月末まで 生産緑地をお持ちの方に「特定生産緑地」に関するお知らせを送付

令和２年４月頃 指定受付を開始

令和２年４月頃 平成４年に指定された生産緑地をお持ちの方に指定期限の到来のお知らせと
特定生産緑地指定に係る書類を送付

令和４年11月 平成４年に指定された生産緑地の指定期限が到来
以降は、「特定生産緑地」の指定を受けることができませんのでご注意ください。

令和２年２月頃
特定生産緑地の指定に関する説明会の開催
◆会場　相模原市農協本店及び各支店
◆主催　相模原市農協、相模原市
◆内容　特定生産緑地制度の説明及び指定に係る手続きの相談

永年在任農業委員・農地利用最適化
推進委員（12年以上）令和元年度会長表彰受賞

市川　忠孝 農業委員（津久井地区担当）　　青木　　齊 推進委員（相模湖地区担当）
菊地原　英明 推進委員（津久井地区担当）

　11月７日、厚木市文化会館で神奈川県農業委員会大会が開催され、県内の農業委員・農地
利用最適化推進委員が出席しました。
　大会決議では、県に要望する３議案が決議され、本市の榎田農業委員がかながわ農業委員会女性
協議会会長として、女性委員の登用と資質向上における要望や組織活動について報告しました。
　また、農業委員・推進委員として長年にわたり地域の農業振興に貢献した方々の表彰が行われ、
本市から３名の委員が表彰を受けました。大会は、取組の強化と着実な実践を宣言し、がんばろう
三唱で締めくくられました。

　11月20日にけやき会館で開催された相模原市表彰式で、本市農業の発展に
寄与された元農業委員が自治功労表彰を受賞しました。 石井　達也 元農業委員
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《編集・発行》

相模原市農業委員会
相模原市中央区中央2丁目11番15号
　Tel　042-769-8292（直通）

《編集・発行》

相模原市農業委員会
相模原市中央区中央2丁目11番15号
　Tel　042-769-8292（直通）
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令和元年度相模原市表彰式自治功労表彰  受賞

おめでとうございます

農　業　の　う　ご　き 第39号（4）令和元年12月



①農業者の方なら広く加入できる。
②積立方式・確定拠出型年金で、加入者・受給者数に左右されない安定した年金。
③保険料は月額２万円～６万７千円の範囲で、千円単位で自由に設定することができる。
④原則65歳から生涯受け取ることができる終身年金。80歳より前にお亡くなりになられた場合でも、
80歳までに受け取るはずであった年金額が遺族へ支給される。
⑤支払った農業者年金の保険料全額が社会保険料控除の対象となる。また、将来農業者年金として
受け取った年金も公的年金等控除になる。
⑥認定農業者で青色申告をしている方など一定の要件満たす方には保険料の国庫補助が受けることが
できる。

農業者年金に加入しませんか？
老後の備えは、国民年金＋農業者年金

～「農業」に役立つ情報が満載～
　一週間分の記事をまとめて読むことができる農業経営に役立つ週刊紙です。
　また、農家はもちろん、一般のご家庭でも暮らしに役立つ情報を掲載してあります
ので、ぜひ読んでみてください。

・ 発　行：毎週金曜日　　発行所：全国農業会議所
・ 購読料：月700円（送料、税込）

お申し込みは
農業委員会事務局

まで

次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます

農業者年金の６つのポイント

　保険料の支払いが難しい時などは、途中で脱退して支払いを一時停止することができます。今まで、
支払った保険料については、農業者年金基金が運用を続け将来年金として支給されます。また、再
加入から年金の積立を再開できます。

途中脱退・再加入も可能

詳しい内容や加入の申し込みは、
最寄りの農協または農業委員会事務局へお問い合わせください。

年間60日以上農業に従事 60歳未満 国民年金第１号被保険者
（国民年金保険料納付免除者を除く）

「高齢で農業をリタイアしたい。」「農業後継者がいないので農地を貸したいが借りたい人が分からない。」「相続
した農地があるけれど耕作できない。」等といった農地を貸したい方！
「農地を借りて規模を拡大したい。」「新規参入したいが農地が見つからない。」等といった農地を借りたい方！
公益社団法人神奈川県農業公社が農地中間管理事業によって農地の貸し借りをお手伝いします！ 

◎農地中間管理事業とは・・・？
農業振興地域内の農地を対象に、農業をやめる方や農業の規模を縮小される方から、県知事の指定を受けた

農地中間管理機構（神奈川県農業公社）が農地を借り受け、規模拡大や新規参入される方に貸し付けることに
より、農地利用の集積・集約化を進める事業です。農地中間管理事業を活用することでさまざまなメリットがあり
ます。

神奈川県農業公社が農地の貸し借りをサポート！

♪農地を貸す方のメリット♪ ♪農地を借りる方のメリット♪

●信頼できる公的機関だから任せて安心。
●賃料は農地中間管理機構から確実に支払われる。
●契約期間終了後、農地が戻る。（更新も可能）

●長期間借りることができるので経営が安定する。
●貸し手が複数人でも支払先は農地中間管理機構
のみで便利。
●貸し手の農家と個別交渉の必要がない。

　農地の集積・集約化を推進するため、県農業公社の県央地区を中島現地駐在員が担当して
います。本市を中心に調査をしながら情報等を収集していますので、農地を貸したい方、借り
たい方はぜひ県農業公社までご相談ください。
【お問い合わせ：公益社団法人神奈川県農業公社　045-651-1703】

晴天に恵まれた11月10日（日）、淵野辺公園中央
広場で「第55回相模原市農業まつり」が開催され、
料理やイベントで地元農産物の魅力を発信しました。
農業委員会のブースでは、活動紹介のほか本市の

農業や農畜産物を題材にした農業クイズを実施しま
した。親子連れなどたくさんの方々に楽しんでもらい、
クイズに回答した皆様には農業委員会オリジナルエコ
バックをプレゼントしました。
また、ステージでは、農畜産物共進会の表彰が

行われ、多くの農業者の功績が称えられました。

【第55回農業まつり　農畜産物共進会　受賞者一覧】
共進会対象部門
施設トマトの部
梨の部
ぶどうの部
露地ナスの部
ブルーベリーの部
露地トマトの部
露地キュリの部
施設トマトの部
施設キュウリの部

梨の部
ぶどうの部
柿の部

シクラメンの部
パンジーの部
ブルーベリーの部

やまといもの部

甘藷の部
乳牛の部（育成牛）
乳牛の部（経産牛）

種豚の部
鶏卵の部

受賞者名（敬称略）
小　俣　章　洋
柿　澤　貞　夫
渋　谷　　　汎
小　俣　武　士
小　川　達　也
小　俣　武　士
佐　藤　晴　信
小　俣　章　洋
小　俣　武　士
柿　澤　貞　夫
渋　谷　芳　朗
柿　澤　光　一

八　木　雄一郎

小　川　旬　子
山　本　義　幸
佐　藤　　　寛
清　水　　　寛
北　島　　　隆
田　所　泰　貴

神奈川県立相原高校
㈲小川和男養鶏場

区　分

立　毛

生産物

坪堀り

畜産物

第55回 農業まつり第55回 農業まつり

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました
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